
 

 

 

令和８年度 

 

 

 

 

 

学校生活ガイド 

 

 

福岡県立小倉工業高等学校 

 

 

 

−1− 



目次 

 

校   歌･･･････････････････････････････････ 3 

応 援 歌･･･････････････････････････････････ 4 

沿   革･･･････････････････････････････････ 6 

校   訓･･･････････････････････････････････ 8 

年間行事計画･････････････････････････････････ 9 

教 育 課 程･･････････････････････････････････10 

生 徒 心 得･･････････････････････････････････13 

ホームルームの意義･･･････････････････････････23 

部 活 動･･･････････････････････････････････24 

部室使用心得･････････････････････････････････25 

生徒褒賞規定･････････････････････････････････26 

懲戒規定･････････････････････････････････････27 

交通安全指導規則･････････････････････････････28 

生徒のアルバイト心得･････････････････････････29 

生徒下足箱使用心得･･･････････････････････････30 

生徒会活動の目標･････････････････････････････31 

生 徒 会 規 約･･･････････････････････････････32 

生徒会選挙規約･･･････････････････････････････36 

図書館利用規則･･･････････････････････････････37 

保健室の使用規定･････････････････････････････38 

交通安全宣言･････････････････････････････････39 

 

−2− 



校歌 

詞 池田 龍太 

曲 大石 正寿 

 

 

     四         三       二         一 

 

意 自 あ あ 向 正 秘 空 意 鍛 槌 落 標 希 文 北 

気 然 あ あ 上 義 密 を 志 え に し 幟 望 化 九 

天 の 鎮 玄 の に を 劈 の て 飛 来 を に の 州 

を 大 西 海 路 勇 奪 く 力 堅 び た い も 春 の 

衝 を の の た む う い を き 散 れ か ゆ に 活 

く 師 山 浪 ど 糧 動 な た 黒 る る に る め 天 

大 と も も る と 力 づ め が 虹 天 人 健 ぐ 地 

丈 呼 見 聞 べ し を ま す ね の 柱 は 男 ま 

夫 び よ け く て   の べ の 花 の 見 子 れ  

を て            く      る   て 
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第一応援歌「篠崎の里」 

 

 

 

 

 

    3.       2.       1. 

 

驚 電 高 打   雄 球 腕 見   鎬 い 七 篠 

き 光 く ち   々 戦 に よ   を で 草 崎 

開 石 低 出   し 場 よ や   削 や 野 の 

く 火 く す   き 裡 り 鍛   ら あ 辺 里 

敵 の 右 球   勇 に か え   ん た に に 

の 早 左 に   士 出 け し   今 り 咲 秋 

陣 業   霊    慴 で 球 黒   此 の き 立 

  に   あ   れ 立 と 鉄   処 強 出 ち 

      り   ず て り の   に 者 で て 

   て   や る て       と ぬ   
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第二応援歌「紅の旗」 

 

 

 

 

 

        3.        2.        1. 

         

龍 昇 機 嵐   紅 迸 奔 我   冴 花 阿 攻 

門 天 を 望   の 出 走 が   え 切 修 め 

低 の 待 め   旗 此 止 青   た り 羅 よ 

く 意 つ る    君 処 ま 春   る 乱 の 逸 

空 気 な 蛟    見 に ぬ の   腕 せ 如 れ 

高 見 る 龍   ず 染 熱 脈   を 太 く よ 

し よ 呑 の   や め 血 管   験 刀 雄 我 

 や 牛       な の に   す 風 叫 が 

 見 児       せ       べ に び 健 

よ         る       く   て 児 
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沿革略記 
 
明 32. ２ 企救郡西紫村大字篠崎に福岡県福岡工業学校小倉分校を設け金工科を置き４月

より開校の旨公布 

明 32. ４ 生徒 40 名に入学を許可し小倉市堺町円応寺を仮校舎に充て授業を開始 

明 34. ４ 金工科を改めて機械科と称する 

明 34. ５ 実習工場の新築竣工し汽罐汽機の設備完成 

明 35. ３ 第一回卒業証書授与式挙行 

明 35. ４ 福岡県福岡工業学校小倉分校を廃止し更に福岡県小倉工業学校を設置し一日よ
り開校 

明 42. ４ 新たに電気科を増設し生徒定員を 210 名に増員 

大４. ４ 新たに専修科を設立し機械、電気科の２科とし生徒定員を 230 名に増加 

大 10. ４ 本年度より専修科を廃止 

大 12. ４ 本校の名称を福岡県小倉工業学校と改称 

昭 17. ４ 本科を一種、二種に分かち第一種応用化学科、第二種電気科を設置 

昭 17. ９ 移転改築工事着手（小倉白萩町） 

昭 23. ４ 校名を福岡県立小倉工業高等学校と改称 

昭 23. 10 創立 50 周年記念式挙行 

昭 24. ４ 校名を福岡県立小倉中央高等学校と改称 

昭 28. ４ 校名を福岡県立小倉工業高等学校と改称 

昭 28. ６ 鉄筋コンクリート３階建本館全部落成 

昭 29. ４ 電気科定員 50 名を減員し電気通信科（定員 50 名）を増設 

昭 33. ９ 講堂兼体育館落成 

昭 34. 11 創立 60 周年記念式挙行 

昭 37. ４ 機械工作科（定員 50 名）を増設 

昭 38. ５ 創立 60 周年記念図書館落成 
昭 39. ４ 電気通信科を電子科と改称 

昭 42. 12 北辰館落成 
昭 43. ７ プール工事竣工 

昭 43. 10 創立 70 周年記念式挙行 

昭 47. ３ 武道場落成 
昭 47. ４ 機械工作科を設備工業科に転科 
昭 49. ５ 設備工業科実習工場第一期工事竣工 

昭 50. ７ 設備工業科実習工場第二期工事竣工 

昭 53. ３ 設備工業科実習工場第三期工事竣工 

昭 54. ２ 体育館落成 

昭 54. 11 創立 80 周年記念式を挙行 
昭 55. ３ 工業化学科実習工場第一期工事竣工 

昭 56. ３ 工業化学科実習工場第二期工事竣工 
昭 58. ３ 電気・電子郡実習工場工事竣工 

昭 59. ３ 機械科実習工場第一期工事竣工 
昭 59. ５ 第１回創立記念式典挙行 
昭 60. ３ 機械科実習工場第二期工事竣工 

昭 61. ３ 部室竣工 
昭 63. ３ 機械科実習工場第三期工事竣工 

平元.  ３ サブグラウンド完成 
平元. ４ 平成元・２年度文部省高等学校教育課程研究指定校 
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平元. ８ 雨天練習場落成 

平元. 11 創立 90 周年記念式典挙行大韓民国仁川機械工業高等学校との姉妹校締結式  
挙行 

平２. ４ 機械科を電子機械科に転科電気科定員を 80 名に減員し電子科を 80 名に増員 

平３. １ 文部省研究指定校発表会 

平３. 11 第一回産業教育フェア（千葉）に九州代表として出品 

平４. ３ 大規模改築第一期工事竣工 
平５. 10 大規模改築第二期工事竣工 

平７. 12 大規模改築第三期工事竣工 

平８. ２ 本館改築第三期工事竣工 

平８. ４ 電子科１学級減 
平９. ３ 第四期理科棟大規模改造工事竣工 

平９. 11 創立 100 周年記念事業国際研修 
平９. 11  第１陣派遣（米国西海岸） 

平 10. ３ 第２陣派遣（東南アジア） 

平 10. ８ 第３陣派遣（オーストラリア） 
平 11. ３ 第４陣派遣（ヨーロッパ） 
平 11. ８ 第５陣派遣（中国・モンゴル・韓国） 

平 11. ９ 記念館、篠崎門完成披露 
平 11. 10 創立百周年記念体育大会 

平 11. 10 創立百周年記念講演会 
平 11. 10 創立百周年記念文化祭 

平 11. 10 創立百周年記念式典挙行 

平 12. ５ 大韓民国仁川機械工業高校創立 60 周年記念 

平 11. 10  式典に教員・生徒派遣 
平 12. ８ 電子科別館竣工 

平 14. ８ 電気科実習棟改築 
平 17. ４ 電子機械科１学級減 

平 19. ４ 学科改編（機械系・電気系・化学系） 
平 21. 10 創立 110 周年記念式典挙行 
平 22. ３ 北辰館大規模改修工事竣工 
平 25. 12 工業化学科製造プラント実習棟改築 

平 26. ２ 特別教室棟改築 

2019. 10 創立 120 周年記念式典挙行 
12 グラウンド等照明 LED 化 

令２.  11 体育館内部改造他竣工  

令３.   3  太陽光発電設備設置工事竣工 

令４.   3 管理特別教室棟他大規模改修工事竣工 
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校 訓 

（１）真理探究 

    真理を尊びこれを探求する科学的な研究態度を培い、諸々の事象に対する適切な

判断力を養うとともに、時代を担う若者として、新しい科学・工業の夢と希望を持っ

て学習研讃に励む。 

（２）質実剛健 

    健全なスポーツや文化活動を奨励し、健康な心身の発達と強固な意志の涵養に努

め、何事にもチャレンジする意欲と剛気な気風を養う。 

（３）勤労努力 

    勤労の尊さと意義を体得させ、旺盛な勤労意欲、協調と奉仕の精神を持ち、常に努

力し、社会のためになる精神を養う。 
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年間行事計画 

４月  始業式、入学式、対面式、実力考査、身体測定、定期健康診断、新入生指導、

新入生歓迎行事、スポーツテスト、PTA 総会、１年生宿泊研修 

５月  創立記念行事、防災訓練 

６月  １学期考査、クラスマッチ 

７月  生徒総会、工場見学（１・２年）、保護者会、終業式、夏季休業 

     ２年生インターンシップ 

８月  夏季休業、２年生インターンシップ 

９月  始業式、実力考査、就職試験開始、生徒会選挙 

１０月  体育大会 

１１月  ２学期考査 

１２月  倉工祭、保護者会、終業式、冬季休業 

 １月  始業式、実力考査、３年学年末考査、２年修学旅行 

 ２月  １・２年学年末考査 

 ３月  卒業式、修了式、春季休業 
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教育課程 

１ 教科 

  本校における教科は国語・地歴公民・数学・理科・保健体育・芸術（書道・音楽）・外 

国語（英語）・家庭の普通教科と、機械系・電気系・化学系にそれぞれ必要な専門教科を 

学習する。 

２ 必修教科と選択教科 

  高等学校においては中学よりも幅広く教科選択制がとられている。本校では、必修教 

科・科目 選択教科・科目を定め、すべての生徒が教科毎に必ず学習することと定めてい 

る。 

３ 評価 

第１条 学習の評価は、各学期に「観点別評価（ABC）」及び「評点（１００点法）」で行う。 

第２条 各学年末は評定（５段階法）を付記する。なお、評定基準は以下のとおりとす

る。 

科目の評点（100 点法） 0 ～ 39 40 ～ 49 50 ～ 64 65 ～ 79 80 ～ 100 

評定（５段階法） １ ２ ３ ４ ５ 

 

４ 単位の認定規定 

第１条 履修の認定 

教科・科目の欠課時数が標準時間（１単位当たり３５時間、３年生は１単位当たり３０ 

時間、ただし実授業数が標準時数を超過する場合は実授業数とする）の 1/3 以下であり、

学習の状況が履修を認めるのに十分であると評価される場合は、当該教科・科目の履修を

認定する。 

 

第２条 単位の認定 

教科・科目の履修が認定され、かつ評定が２以上である場合、単位を認定する。ただし、

以下に該当する場合は単位を認定しない。 

１ 年間欠席日数が、出席すべき日数の１／３をこえる者 

２ 欠課時数が標準時間の１／３をこえる者 

３ ホームルームの欠課時数が標準時間の１／３をこえる者 

第３条 進級の認定 

学年の各教科・科目の全てを履修し、全教科・科目の単位を修得し、特別活動の成果が

その目標からみて満足できると認められることを原則とする。以下のすべての条件を満

たす場合に、校長が進級を認定する。 
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① 出席日数が、出席すべき日数の３分の２以上の者 

② 各学年の教科・科目をすべて履修した者 

③ 各学年末で、それまでに履修した教科・科目うち、必履修科目以外で不認定科目２

科目以内または不認定単位１０単位以下の者 

④ ２か年にわたり、同一教科の不認定科目を有していない者（ただし、複数年で履修

する同一科目は、それぞれの年次科目を１科目として取り扱う） 

⑤ 特別活動において、所定の成果を修めた者 

⑥ 授業料等校納金を完納している者 

 

第４条 卒業の認定 

教科・科目の全てを履修し、特別活動の成果がその目標からみて満足できると認められ

ることを原則とする。以下のすべての条件を満たす場合に、校長が本校の全課程を修了し

たと認め、卒業を認定する。 

① 高等学校在籍期間が３か年以上の者 

② 出席日数が、出席すべき日数の３分の２以上の者 

③ 第３学年末で、それまでに履修した教科・科目うち、必履修科目以外で不認定科目

が３科目以内で不認定単位１６単位以下である者 

④ ２か年にわたり、同一教科の不認定科目を有しない者（ただし、複数年で履修する

同一科目は、それぞれの年次科目を１科目として取り扱う） 

⑤ 特別活動において、所定の成果を修めた者 

⑥ 授業料等校納金を完納している者 

 

第５条 認定の時期 

卒業認定は毎年２月、その他は毎年３月に行う。 

 

第６条 原級留置 

第３条および第４条に基づき、進級または卒業を認定する条件を満たさない場合、原

級留置とする。なお、原級留置となった生徒は、次年度において当該学年の教科・科目

のすべてを再履修しなければならない。 
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５ 教科一覧表 

 単位数は次のとおりとする。 

 

 

普 通 

科 目 

工 業 

科 目 

特 別 

活 動 
計 

１年次 ２０ １０ １ ３１ 

２年次 １５～１９ １１～１５ １ ３１ 

３年次 １２～１９ １１～１８ １ ３１ 

６ 特別活動 

 A ホームルーム活動  B 生徒会活動 

 C 学校行事 

A ホームルーム活動 

  ホームルームは学校における生徒の基礎的な生活集団として編成し、主として次の事

項を取り扱う。 

  （１） 集団生活の充実に関すること。 

  （２） 学業生活の在り方に関すること。 

  （３） 進路の適切な選択決定に関すること。 

  （４） 健康で安全な生活に関すること。 

  （５） 人間として望ましい生き方に関すること。 

B 生徒会活動 

生徒会は、全生徒を会員として組織し、主として次の活動を行う。 

  （１） 学校生活の充実や改善向上を図る活動 

  （２） 生徒の諸活動間の連絡調整に関する活動 

  （３） 学校行事への協力に関する活動 

C 学校行事 

  学校行事は、主として全校若しくは学年、又はそれらに準ずる集団による活動とし、次 

の行事を適宜行う。 

（１） 儀式的行事    （２） 学芸的行事 

（３） 体育的行事    （４） 旅行的行事 

（５） 保健・安全的行事 （６） 勤労・生産的行事 
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生徒心得 

学校生活の決まり 

１ 授業 

（１） 学習は生徒の本文であることを強く自覚し、これに全力を傾倒すること。 

（２） 始業５分前に着席し、学習の態勢を整えること。 

（３） 授業中は静粛にし、他人の迷惑にならぬよう心掛けること。 

（４） 学習に必要な教科用具は忘れずに持参すること。 

（５） H R 委員は、終礼時までに明日の時間割変更を確認し連絡すること。 

 〈ロッカー使用規定〉 

  １）個人でカギを用意すること。（ダイヤル式を推奨）カギがないものには使用を認め

ない。 

  ２）ロッカーにはカギを常時かけておくこと。（６限目終了後は清掃のため使用を控え

ること） 

  ３）ロッカーは必ず整理整頓すること。 

  ４）ロッカーにおいてよいものは、教科書、ノート、各教科の配布資料、プリント類の

み。（プリント類は必ずファイルに挟むこと） 

２ 考査 

（１） 考査は厳正であり，自己の最善を尽くすよう心掛け，不正行為は絶対行わないこと。 

（２） 受験に際しては，以下の項目に注意をすること。 

  ①考査前に机上の落書きを消すこと。 

  ②机の中には教科書等は残さないこと。 

  ③カバンは廊下に整列して置くこと。 

  ④考査中，机上には鉛筆，消しゴム等許可されたもの以外は出さないこと。 

  ⑤解答用紙の回収時は，用紙を裏返しにし，私語をしたり席を立ったりしないこと。 

  ⑥考査中は、ウェアラブル端末を含めた時計の試験会場持込をしないこと。 

３ 欠席，欠課，遅刻，早退 

（１） 学業に専念することは生徒の本務であり無欠席,無遅刻,無早退を心掛けること。 

（２） やむを得ず欠席，欠課，遅刻，忌引等をする場合は原則欠席フォームに入力するこ

と。 

（３） 長期にわたる病欠及び考査の不受験のときは医師の診断書を添えて届け出ること。 

４ 礼儀 

（１） 校内外を問わず教師，年長者にはもちろん，相互に挨拶、会釈をし、品位ある言動 

    を行うこと。 
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（２） 学校への来客者に対しては挨拶をし，応接は親切にして不快な感じを与えないよう

にすること。 

（３） 職員室，事務室および準備室等へ入るときは，服装・言動等に注意し，礼を失すこ

とのないよう心掛けること。 

（４） 出入は所定の位置から軽快迅速に行うように心掛け，出入口に立ちまたは他人の 

出入りを妨げ、室内をのぞき見るような不作法はしないこと。 

（５） 閉ざされた部屋への出入は室外から合図を行い，許可を受けたあと行動すること。 

（６） 校内外を問わず生徒は暴力を用いてはならない。また，暴力を受けた場合は、本人

はもちろん、それを目撃した者も学校に届け出ること。 

５ 所持品 

（１）生徒証を常に所持すること。 

（２）携帯品の所持方法は常に見苦しくないようにすること。 

（３）カバンについては、本校指定（校章入り）以外のもの（紙袋、布袋等）は禁止する。 

但し、部活動等で顧問教師が必要と認め、生徒指導部の許可を得たものは、この限り 

ではない。 

（４）携帯品にはすべて学年、系（科）、組、氏名を明記すること。 

（５）学校生活上、不必要なもの（携帯音楽プレーヤー、マンガ本等）は持参してはならな 

い。 

（６）凶器やそれに類するものの所持を禁止する。 

（７）携帯電話等情報端末機器は以下の使用規定を守り使用すること。（ウェアラブル端末 

   も含める） 

６ 服装 

  本校生徒としての自覚を培い、制服に誇りを持って、正しく着用することで、地域社会 

 の人々から信頼を得ることが大切である。従って、定期的に制服や頭髪の検査を実施し、 

不合格者には特別指導を行う。 

 頭髪服装検査は原則、学期に１回実施する。 

 なお、生徒は自主的に判断し定期的に整髪を行うこと。また、頭髪服装検査時ではなく 

ても、頭髪や服装が乱れている生徒については特別指導を行う。 

 制服については、移行期間を設けないものとするが、入学式や創立記念式典、卒業式等 

については、冬服を着用すること。なお、校系科章等は、指定されたとおりにつけること。 

（１）冬服 

  ①学校指定の学生服上下を着用する。 

  ②学生服の下は、白系のものを着用する。 

  ③靴下は、白、紺、黒色系の華美でないものとする。 

  ④ベルトは黒とし、装飾や模様のないものとする。 
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⑤華美でない防寒着等は許可する。 

（２）マフラー、ネックウォーマー 

  ①自転車通学者についてはネックウォーマーのみ着用可とする。 

  ②期間は１１月中旬から３月中旬までとし、登下校中のみ着用可とする。（校内では着 

用しない） 

  ③マフラーの着用の際は、必ず制服の一番上のボタンを留め、その上から巻くこと。ボ 

タンを開けてマフラーを制服の内側に入れることは認めない。 

  なお、制服は加工をしてはならない。 

（３）中間服 

  ①学校指定の長袖シャツを着用する。 

  ②長袖シャツは、袖を下して着用すること。 

（４）夏服 

  ①学校指定のシャツを着用する。 

  ②靴下、シューズ等は、冬の場合と同じとする。 

（５）靴の使用上の注意 

  ①通学シューズは、白、紺、茶、黒系のスニーカーとする。 

  ②上履き、体育館シューズ、グランドシューズは指定のものを適正に履くこと。 

（６）鞄・補助用鞄の使用上の注意 

  ①鞄は本校指定の鞄を使用する。 

  ②変更させたり、シールをはったり、落書きをしたり、キーホルダー等を付けたりしな 

   い 

  ③鞄を使用して、なお入らない場合には生徒指導部の許可を得た上、他の入れ物を使用 

できる 

（７）頭髪 

  ①清潔感のある髪型であること。 

  ②横髪は、耳につかないこと。 

  ③生え際を奇麗にそろえること。また、えりあしは襟にかからないこと。 

  ④前髪は、眉につかないこと。 

  ⑤パーマ、染色、脱色、眉の加工、ピアス（ピアスの穴も含む）は禁止とする。 

  ⑥社会に求められる人物像を踏まえ、本校の校訓に沿った髪型にすること。 

  ⑦その他、個別に配慮すべき事由がある場合は担任と生徒指導主事に相談すること。 
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制服は入学前、全員購入し次のようにする。 

 

（８）冬服 

①制服は、学校指定のブレザー、スカート、スラックス、シャツ、リボン、ネクタイを 

着用する。 

  ②ストッキングは肌色、紺色、黒色を冬期のみ使用可とする。 

  ③靴下は、白、紺、黒色系とする。 

  ④華美でない防寒着等は許可する。 

（９）マフラー、ネックウォーマー 

  ①自転車通学者についてはネックウォーマーのみ着用可とする。 

  ②期間は１１月中旬から３月中旬までとし、登下校中のみ着用可とする。（校内では着 

用しない） 

  ③マフラーの着用の際は、必ず制服の一番上のボタンを留め、その上から巻くこと。ボ 

タンを開けてマフラーを制服の内側に入れることは認めない。 

  ④カーディガンは黒又は紺の単色とし、ライン、模様等の装飾のないものとする。 

（10）中間服 

  ①学校指定の長袖シャツを着用する。 

  ②長袖シャツは、袖を下して着用すること。 
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（11）夏服 

①学校指定のシャツ、スカート及びスラックスを着用する。 

  ②靴下、シューズ等は、冬の場合と同じとする。 

（12）靴の使用上の注意 

  ①通学シューズは、白、紺、茶、黒系のスニーカーとする。 

  ②上履き、体育館シューズ、グランドシューズは指定のものを適正に履くこと。 

（13）鞄・補助用鞄の使用上の注意 

  ①鞄は本校指定の鞄を使用する。 

  ②変更させたり、シールをはったり、落書きをしたり、キーホルダー等を付けたりしな 

   い。 

  ③鞄を使用して、なお入らない場合には生徒指導部の許可を得た上、他の入れ物を使用 

できる。 

（14）頭髪 

  ①清潔感のある髪型であること。 

  ②ヘアピンなどを活用し前髪は、眉につかないようにすること。 

  ③パーマ、染色、脱色、逆毛をたてること、ピアス（ピアスの穴も含む）眉の加工、化

粧は禁止とする。 

  ④髪が肩まで伸びた場合は、１つ結び又は２つ結びとする。（それ以外については、生 

徒指導部で協議する） 

  ⑤爪を長くのばしたり、マニキュアをしてはならない。 

  ⑥その他、個別に配慮すべき事由がある場合は担任と生徒指導主事に相談すること。 
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７ 小倉工業高等学校携帯電話等使用規定 

  所持・使用目的 

   (1) 登下校の安全対策として防犯・防災や緊急連絡で使用する。 

   (2) 学校の緊急を要する情報や行事の連絡等をメール配信する。 

   (3) 工業高校で学ぶ特性上，学習教具として将来授業や研修等で活用する。 

   (4) インターネット上のルールや情報モラルを指導できる人材の育成を行う。 

使用規約 

   (1) 校内では必ず電源を切り、各自のカバン又はロッカーに入れて管理すること。 

   (2) 学校での充電は厳禁とする 

   (3) 法律に基づき有害サイトを遮断するフィルタリングサービスに加入すること。 

   (4) 関連するトラブルについては，保護者がその一切の責任を負うこと。 

   (5) 登下校時はカバンの中に入れ，災害発生等緊急時以外は使用しないこと。 

   (6) 不適切な使用や学校の指示に従わない場合は特別指導の対象とする。なお学校

生活において，携帯電話等の使用及び着信等による授業妨害や試験中に着信音

等の鳴動，メールや SNS の送受信等は行わないこと。 

     ※違反した場合は学校で一時預かり，保護者に返却のうえ特別指導の対象とする。 

   (7) 教務規定により考査中において試験会場に携帯電話等を持ち込む事は不正行為

とみなし，特別指導の対象とする。 

   (8) 校内での家庭との緊急連絡等は従来通り，学校を通して行う。 

   （9）使用規定終了は各学年 3 月までとする。 
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８ 服装検査 

    頭髪，学生服，系学年章，生徒証，ベルト，ボタン，爪，靴下を検査する。検査不

合格者は特別指導を行う。 

９ 通学 

 (１) 登校，下校は所定の時間を厳守して他に迷惑を及ぼすことのないよう注意すること。 

 (２) 通学途中では本校生徒であることを自覚し，高校生として恥ずかしくない態度を心

掛けること。 

 (３) 登校，下校には必ず正門より出入りすること。但し、自転車通学生は裏門を使用す

ること。 

 (４) 公共交通機関を利用する生徒は，通学マナーを守ること。 

 (５) 学校の往復途中に無用の場所へ立ち寄らぬこと。 

 (６) 自転車で通学しようとする者は、必ず自転車保険等に加入し許可を受けること。 

 (７) 自転車に乗車する際は必ずヘルメットを着用すること。 

 (８) 事故のあった場合はすみやかに学校に報告すること。 

 (９) バイクおよび自動車を運転しての通学は禁止する。 

１０ 遺失物 

 (１) 遺失物および拾得物のあったときは，すみやかに生徒指導部と HR 担任に届けるこ

と。 

 (２) 盗難等に気付いたときは，すみやかに HR 担任と生徒指導部に連絡し所定の届け出

をすること。 

１１ 掲示 

 (１) 掲示を行う際は次の事項とともに生徒指導部に許可を受けること。 

  ① 掲示内容 

② 責任者氏名所属名 

③ 掲示期間 

④ 場所 

 (２) 掲示期間が終了したときは直ちにその後始末を行うこと。（5 日を原則とする） 

（３） 掲示物は、無断で抹消、破棄、落書きをしないこと。 

１２ 公共物の取り扱い 

 (１) 校舎，校具その他公共物は常にこれを愛護し，時間外の使用は係職員の許可を得て

使用し，使用後は所定の場所に返納すること。 

 (２) 校有品，校具等を過って破損あるいは紛失したときは直ちに係職員に届け出てその

指示を待つこと。物品によっては弁償するものとする。 

 (３) 電気，機械その他危険なものの取扱いについては係職員の指導の下に行い，危険の

ないように注意すること。 

−20− 



 (４) 運動場，体育館等を使用するときは使用規定を確実に守り，正規授業の妨げとなら

ないよう心掛けるとともに，危害予防に注意し，その場所の清潔，整頓を確実にし

ておくこと。 

 (５) 校有品、校具及び運動器具等については、少人数で独占するようなことは避け、努

めて多人数の者が使用できるよう心掛けること。 

１３ 討論・座談会・集会 

 (１) 対談，討論等を行うときは相手の述べようとする点を諒解することに努め冷静に判

断をし，また自己の所信を正確に発表し，決して感情的行動に出ないようにするこ

と。 

 (２) 講演，演奏等を聴く場合には静粛にし、他人に迷惑を及ぼし，講演者，演奏者に不

快感を抱かせるようなことのないよう注意すること。  

 (３) 生徒のみで集会を行うときは日時，場所，目的，責任者，人員を HR 担任，生徒指

導部に報告して許可を得ること。事後，その結果報告を忘れぬこと。  

１４ 清  掃 

 (１) 校舎内外の清掃に留意し，ごみは所定の場所に分別して捨て，すべて清潔を保ち衛

生的な環境づくりに心掛けること。 

 (２) 清掃は定められた区域を責任をもって行い，監督の先生の検査終了後解散すること。 

 (３) 掃除用具は丁寧に取り扱い，各自の責任において保管，管理をすること。 

１５ 立入禁止区域 

 (１) 必要でない場所・危険な場所（校内）に無断で出入りしないこと。 

(２) パチンコ店等類似の娯楽場，居酒屋等、酒類を提供する場所への出入りを禁止する。 

１６ 交 友 関 係 

 (１) 友人間の交際は高校生としての自覚のうえに立ち，公明正大で互いに人格識見が向

上できる交際でなければならない。 

 (２) 交際において相互の人格を尊重し，お互いが人として向上することを念頭におき，

高校生としてのマナーを守らなければならない。また、誤解を招くような行動は厳

に慎むこと。 

 (３) 夜間の友人訪問はなるべく遠慮し，午後９時を過ぎての外出はしないこと。また外

泊は禁止する。 

１７ 保 健 衛 生 

 (１) 健全な身体を育成する為，校内生活における余暇を利用して積極的に運動に励み，

明朗活発なスポーツ精神を体得すること。 

 (２) 個人衛生だけでなく，公衆衛生についての理解をも深めること。 

 (３) 常に身体や衣服の清掃に留意すること。 

(４) 便所やその他の清潔浄化に努めること。 
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 (５) 教室は常時清潔にし，窓の開閉を随時行い、換気に注意すること。 

 (６) 飲食物に注意し，各種感染症に対しての注意を怠らないこと。 

 (７) 自分が感染症にかかったときや，家族や近所に感染症が発生したときは，直ちに学

校に届け出てその指示を受けること。 

１８ 学校代表として参加するとき 

 (１) 学校を代表として外部に赴くときは代表者としての名誉と責任を自覚して服装，言

語，態度等に十分注意を払うこと。 

 (２) 出発，帰校の際は必ずその旨を関係者に伝えるとともに，帰校後はその概要を関係

者に報告すること。 

１９ そ の 他 

 (１) 学校、生徒会主催の集会、その他の会合には必ず出席し、自由行動をとらぬこと。 

 (２) 登校後校地外へ出ぬこと。やむを得ず外出するときは HR 担任の許可を受けるこ

と。 

 (３) 休日登下校する場合は担当職員に届け出ること。 

(４) この心得に明文のない事項でも，生徒の本文をつくすよう心掛けねばならない。 

(５)  ◯子どもホットライン２４      ◯福岡いのちの電話 

     （０９４８）２５−３４３４     （０９２）７４１−４３４３ 

       ◯２４時間子供 SOS ダイヤル     ◯LINE相談窓口 

     （０１２０）０−７８３１０          

 

      

   

いじめの予防の取組み 

（１） 学校生活アンケート年間９回、いじめに特化したアンケート年間３回 

（２） 保護者対象アンケート年間２回 

（３） 面談週間年間２回 

（４） スクールカウンセラーによる生徒・保護者対象のカウンセリング（心の健康相談） 

毎月１回程度 

（５） 「学校いじめ防止基本方針」を学校ホームページにて公開 
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ホームルームの意義 

学校教育では、人格形成を目指した学校、学級行事の伝達および計画、学校生活の反省、

評価、学業指導、進路指導、健康指導、生徒指導、情操陶治の各領域が考えられる。その具

体的な場がホームルームである。 

その意義は以下のとおりである。 

 １ 学校内における家庭的雰囲気を作り、教師と生徒または生徒相互間の望ましい関係

を発展させる場である。 

 ２ 生徒指導を受ける絶好の場である。 

 ３ カリキュラムの補充の場であり、教科学習で達せられない分野を取り上げる場であ

る。 

 ４ 自主的、民主的生活を実践し、公民精神を養い、市民として好ましい理想と習慣を発

達させる場である。 

 ５ 特別教育活動の基盤であり、促進させる場である。その具体的活動内容は次のとおり

である。 

   ① ホームルームにおける集団生活の充実と向上に関すること。 

   ② 個人および社会の一員としての在り方生き方に関すること。 

   ③ 将来の生き方と進路の適切な進路決定に関すること。 
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部 活 動 

教科の学習から発展して、ある特殊な事柄や問題に関心を持ち，個々の趣味や特技にし

たがい，運動競技や音楽、美術、科学等それぞれ各方面に特別の興味と感心を同じくする

者が集まって部をつくり，共に研究し練習していくことは学校生活を明るく豊かなものに

するものである。同時に個性の伸長や社会性の陶冶の面において教科の学習では得にくい

成果を期待することができる。 
（１） 部活動の目的は、各自の持つ興味や能力、技能を向上発展させるとともに共同で企 

画運営し研究することによって、寛容、忍耐、責任の精神を養い、健全な娯楽を通 

して正しいレクリエーションの意義をも理解し、賢明な余暇利用の態度を身につ 

けることにある。 

（２） 部活動は原則として生徒の希望により編成され、その活動は随時行われる。 

（３） 本校の部活動の種類は次のとおりである。 

  文 化 部 

    メディア部 ものづくり部 吹奏楽部 芸術・文芸部（書道・美術・文芸） 

    インターアクト部 エレクトロニクス技術部 部落問題研究部 郷土芸能部 

  体 育 部 

    野球部 ハンドボール部 卓球部 ソフトテニス部 バレー部 ラグビー部  

バスケット部 陸上部 サッカー部 バドミントン部 空手道部  

応援部 総合運動部（水泳・なぎなた部） 

（４） 部活動練習下校時刻 

  ① 午後８時を完全下校とする。 

    時間延長のときは所定の手続をとり、顧問の監督下に実施すること。なお同好会も 

これに準ずる。 

  ② 考査前１週間は、原則として練習停止とする。但し、公式試合等のある場合は所定

の手続きをとり、部長の監督下に練習をすることができる。 
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部室使用心得 

１ 使用時間 

 (１) 部室の使用は原則として放課後とする。HR 終了後より行う。 

 (２) 考査前１週間は顧問教師の許可を得ない限り使用禁止とする。 

２ 部室の使用 

 (１) 部室には教科書、体操服、実習着、製図用具、武道着、学用品等を置かないこと。 

３ 当該部員以外の入室を禁止する。 

（１）当該部員は顧問教師の許可を得ない限り規定時間外の部室使用を禁止する。 
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生徒褒賞規定 

福岡県立小倉工業高等学校生徒褒賞規定 

第１条（目的）      本校生徒が卒業するに当たり、在学中不断の努力・精神につとめ、そ

の功績が特に顕著と認められる生徒個人またはグループについて、

その業績を表彰し、もって、なお一層の努力・精神を続け将来大きく

成長することを期待する。在学生徒については、なお一層の意欲と奮

起を促し、本校教育活動の活性化と学校の発展に資する。 

第２条（表彰対象者）この規定により表彰の対象となる生徒は次の各号の一に該当するもの

とする。 

            １ ３年間出席皆勤（欠席、遅刻、早退、欠課なし）の者 

            ２ 体育関係で特に顕著な成績を残した者 

            ３ 文化・生産関係で特に顕著な成績を残した者 

            ４ 職業資格、検定試験などで特に顕著な成績を残した者 

            ５ 工業関係発表会、競技会などで特に顕著な成績を残した者 

            ６ 生徒会活動、ボランティア活動などで学校や社会のために特に顕著な功

績を残した者 

７ その他表彰に値すると認められる者 

第３条（表彰）     表彰は表彰状および記念品を贈って、これを行う。 

                  表彰は毎年生徒の卒業時に行うものとする。 

第４条（選考および決定） 選考は生徒表彰選考委員会で行う。 

                  生徒表彰選考委員会は校長、教頭、事務長、教務主任、生徒指導主事、

進路指導主事及び三学年主任とする。 

                  決定は校長が行う。 

第５条（決定の取消）表彰することに決定された生徒が、表彰を受けるまでの間に表彰にふ

さわしくない行為をした場合は、表彰者としての決定を取消すことが

ある。 

第６条（補則）    この規定に定めるもののほか、実施に関し必要な事項は、別に細目を

定める。 

    附 則 

この規定は平成１１年１月１日から施行する。 
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懲戒規定 

第１条 校長が、必要があると認めるときは、これを懲戒処分とする。 

（学校教育法、福岡県立高等学校学則） 

第２条 校長が行う懲戒は、訓告、停学及び退学とする。 

（学校教育法施行規則、福岡県立高等学校学則） 

第３条 本校生徒にして次の各項に該当する者は、内規にもとづき懲戒処分とする。 

（１） 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

（２） 正当の理由がなくて出席又は課題提出が常ではない者（怠学） 

（３） 考査時の不正行為 

（４） 紙巻きたばこ、加熱式たばこ、電子たばこ（ニコチンを含まないリキッドタイプを

含む）等の使用行為およびこれに類する行為、または同席・所持（ライターを含む） 

（５） 公共物を故意に破損した者 

（６） 賭博及び未成年者立入禁止場所への出入り 

（７） 強盗、窃盗、万引き、脅迫および金銭強要 

（８） 暴行、傷害及びその幇助 

（９） 凶器、禁制品を所持した者 

（10） 電車、バス等の不正乗車及び学割の不正使用 

（11） 薬物乱用、または同席、所持した者 

（12） 不純異性交遊 

（13） セクハラ行為 

（14） 教職員に対する反抗、暴力行為、指導拒否（頭髪服装違反含む） 

（15） 二輪車及び普通車による通学及びその同乗 

（16） 学校に無断で運転免許を取得した者及び取得しようとした者 

（17） 交通事故及び違反をした者並びに同席者 

（18） その他学校の秩序を乱し、生徒としての本文に反した者 

（19） 携帯電話等の使用規定に違反した者 
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交通安全指導規則 
 

１ 目  的  将来ある生徒を交通事故の災害から守り、心身の健全な発達を促進する。 

２ 規 則 

（１） 交通安全の目的を徹底させ運転免許取得については許可しない。 

 （２） 無断で免許を取得した生徒または取得行為があった生徒については、「免許書ま

たは教習ノートを預け、運転しない」旨の誓約書を提出させ保護者同席の下で

懲戒処分とする。 

 （３） 無免許運転又は、無断免許取得者同乗者についても懲戒処分とする。 

 （４） ａ．３年生については、生徒指導部の指定日以降に普通車の免許取得の受講を

許可し、受講する場合は生徒指導部へ運転免許取得願いおよび誓約書を提出す

ること。 

      ｂ．卒業以前に免許書を取得した者については懲戒処分とし、運転については

卒業迄許可しない。 

      ｃ．原付、自二の免許取得については一切許可しない。 
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生徒のアルバイト心得 

勤労精神を養う、生きた生活体験の場所であるが、死亡事故や好ましくない問題行動が派

生しており、高校生にとっては二次的なものと考えられるので原則的に禁止とする。 

（１） 奨学金等の手続きを完了した上で、学業を続けていくことに経済的に困難と判断で

きること。 

（２） アルバイト願、保護者承諾書を生徒指導部に提出して必ず許可を受けること。 

（３） 安全な仕事で、未成年立入禁止の店やお酒を出す場所（居酒屋・バー・ラウンジ・

スナック等）ではなく、バイクを使うアルバイトではないこと。 

（４） 家計の助けなどの収入の使途が健全であること。 

（５） 就業時間は、午後９時までに帰宅できる範囲内とし、学業に支障がないこと。 
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生徒下足箱使用心得 

第１条 生徒個人の下足、上履きを保管させて整理保管環境美化の習慣を養うとともに紛

失盗難を防止することを目的とする。（目的） 

第２条 施錠にはダイヤル錠を使用するものとし、費用は各自の負担とする。 

第３条 収納物は生徒の下足、上履きに限り学用品などを収納してはならない。（収納物） 

第４条 下足箱は各自の責任において保全管理整理整頓、清掃に心がけ、破損または汚損

（落書、着色を含む）してはならない。施錠のない完全な状態で次年度に申し送る。

（保全管理） 

第５条 使用の状況を点検するため、定期または臨時の検査を行う。（検査） 

第６条 次の各項の生徒は、下足箱使用を禁止もしくは懲戒処分する。（罰則） 

（１）他人の施錠を破損し、または他人の下足箱を開けた者。 

（２）下足箱を破損または汚損した者。 

（３）収納禁止物を格納した者。 

（４）その他下足箱使用上の規則に反し、学校の管理に違反した者。 
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生徒会活動の目標 

学校の全生徒をもって組織する生徒会において、学校生活の充実や改善向上を図る活動、

生徒の諸活動についての連絡調整に関する活動及び学校行事への協力に関する活動等を行

い、よりよい学校づくりのため関係教師の指導を受け、教師と生徒の深い信頼と協力の下に

自発性と独創性を発揮しながら所期の成果をあげてゆくものである。 

具体的目標 

 １ 社会的一員としての公民性を養うこと。 

 ２ 独立性と指導能力と自信を養うこと。 

 ３ 自己主張の能力と自信を養うこと。 

 ４ 多数の意見を尊重しこれと協議する習慣を養うこと。 

 ５ 協力と愛校の精神を養うこと。 

 ６ 自律精神と責任感を養うこと。 

 ７ 風紀を改善すること。 

 ８ 社会福祉へ協力すること。 

 ９ 生徒の運動・文化活動の企画立案すること。 

 10 その他 
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生徒会規約 

   第１章 総 則 

第１条 本会を福岡県立小倉工業高等学校の生徒と称する。 

第２条 本会は本校在籍生徒で組織する。 

第３条 本会は会員相互の人格を高め自主的精神を養い、学習と真理の探究を図りあわせ

て学校の民主的発展を実現することを目的とする。 

 以上の達成のため次のことを行う。 

 ⑴ 文化、体育の向上を図ること 

 ⑵ 厚生福祉の向上を図ること 

 ⑶ 風紀の改善に関すること 

 ⑷ その他必要と認めたこと 

第４条 本会規約第３条の趣旨を達成するために次の機関を置く。 

⑴ 生徒総会 ⑵ 教師生徒合同委員会 ⑶ 総務部 ⑷ ＨＲ委員会   

⑸ 美化委員会 ⑹ 風紀委員会 ⑺ 保健委員会 ⑻ 体育委員会 

⑼ 図書委員会 ⑽ 文化委員会 ⑾ 安全委員会 ⑿ 特別委員会 

第５条 すべての会議は会員３分の２以上の出席で成立する。議決は過半数で決し、可否同

数のときは議長が定める。 

第６条  

１ 本会員は目的達成のためすべての問題に参与する義務と権利とを有する。 

２ 本会のすべての議決およびその施行は校長に報告してその承諾をうけ、会員はそれを

忠実に履行する義務を有する。 

第７条 本会役員の任期はすべて１か年とする。 

   第２章 生 徒 総 会 

第８条  生徒総会は本会の最高議決機関であって、全生徒をもって組織する。 

第９条  定期総会を年に１回開き会長がこれを招集する。また会長が必要と認めたとき臨

時総会を開く。 

第 10 条 総会の議長は総会で決定する。 

第 11 条 会長は総会の招集および議題を１週間前に告示しなければならない。 

第３章 教師生徒合同委員会 

第 12 条 

１ 本校教師と本会との意見を交換する機関であり、生徒指導部教師と総務とで構成する

のを原則とする。 

２ 会長は総会に議事の報告を行わなければならない。 
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第４章 総 務 部 

第 13 条 総務部は 14 名で構成される。 

１ 生徒会長（1 名） 

 ⑴ 本会を代表するとともに会務を総括管理しあらゆる会合に出席する。 

 ⑵ 総務部会の議長となる。 

 ⑶ 最高学年より選挙により選出する。 

２ 副会長（2 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、会長に支障のあるときはその任務を代行する。 

 ⑵ 各学年より選挙によって 1 名ずつ選出する。 

３ 書記長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、事務を司る。 

 ⑵ 全学年より選挙によって選出する。 

４ 広報委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、広報を司る。 

 ⑵ 全学年より選挙によって選出する。 

５ ＨＲ委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、ＨＲ委員会を司る。 

 ⑵ 全学年より選挙によって選出する。 

６ 風紀委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、風紀委員会を司る。 

 ⑵ 全学年より選挙によって選出する。 

７ 美化委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、美化委員会を司る。 

 ⑵ 全学年より選挙によって選出する。 

８ 会計委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、生徒総務の会計を司る。 

 ⑵ 1 学年より選挙によって選出する。 

９ 保健委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、保健委員会を司る。 

 ⑵ 保健委員会、担当教員により推薦によって選出される。 

10 体育委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、体育委員会を司る。 

 ⑵ 体育委員会により推薦によって選出される。 
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11 図書委員長（1 名） 

(1) 会長を補佐し、図書委員会を司る。 

(2) 図書委員会により推薦によって選出される。 

12 文化委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、文化委員会を司る。 

 ⑵ 全学年より選挙によって選出する。 

13 安全委員長（1 名） 

 ⑴ 会長を補佐し、安全委員会を司る。 

 ⑵ 全学年より選挙によって選出する。 

第５章 各種委員会 

第 14 条 

１ 各種委員会は各ＨＲより選出された委員によって構成され、委員会毎に活動する。ただ

し部活動委員会、特別委員会は、別に定めるところとする。 

２ ＨＲは本会活動の研究、討論、審議を行う基礎組織であって、各ＨＲには次のとおり委

員を置く。 

  ＨＲ委員（2 名）美化委員（3 名）風紀委員（3 名）保健委員（2 名）体育委員（2 名）

図書委員（1 名）文化委員（2 名）安全委員（2 名） 

３ 各委員はＨＲの意見を集約して委員会に出席し、決議事項についてはＨＲに報告しな

ければならない。 

４ 各委員は学校、生徒会の達示事項をＨＲに報告する。 

第 15 条 ＨＲ委員会はＨＲの自治活動を行うため、各ＨＲの意志を総括審議、決議する機

関である。 

第 16 条 美化委員会は清掃の指導、検査などの学校美化向上をはかる。 

第 17 条 風紀委員は風紀服装の指導徹底ならびに校内指導に当たる。 

第 18 条 保健委員は校内の保健衛生行事の運営管理に当たる。 

第 19 条 体育委員は体育行事の運営管理に当たる。 

第 20 条 図書委員は図書館の運営管理に当たる。 

第 21 条 文化委員は学校の文化活動の向上に当たる。 

第 22 条 安全委員は安全啓発活動や交通安全指導に当たる。 

第 23 条 特別委員は必要に応じて設置し、目的達成後は解散する。委員長は会長の指名に

よる。 

   第６章 雑 則 

第 24 条 総務部員の選出は別に定める選挙規約による。 
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第 25 条  

１ 指導担当について次のとおりに定める。 

 ⑴ 生徒会総務 生徒指導部 

 ⑵ 美化委員会 生徒指導部 

 ⑶ 風紀委員会 生徒指導部 

 ⑷ 文化委員会 生徒指導部 

 ⑸ ＨＲ委員会   教務部 

 ⑹ 体育委員会   体育科 

 ⑺ 保健委員会 保健体育部 

 ⑻ 図書委員会   教務部 

 ⑼ 安全委員会 生徒指導部 

２ 指導担当はおのおの関係する部門に助言を与え、常時指導に当たる。 

第 26 条 本会規約の改正は総会出席人数の３分の２以上の賛成を得なければならない。 
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生徒会選挙規約 

   第１章 総 則 

第１条 生徒会規約第 24 条によって規約を設ける。 

第２条 選挙は特別委員会の選挙管理委員会によって管理される。ただし選挙管理委員会

は生徒会規約第 17 条に定められた役員の選挙およびリコールの場合を設ける。 

第３条 選挙管理委員会は選挙に関するいっさいの事務を行い、選挙の公明と円滑を図ら

なくてはならない。 

第４条 選挙管理委員会は 1，2 年各クラスより互選された 2 名の選挙管理委員（計 20 名）

により構成され、選挙管理委員長は生徒会長、副委員長は各クラスの選挙管理委員

の互選とする。ただし 4 月以降の補欠選挙においてこれに最高学年を加える。 

第５条 選挙管理委員長は選挙に関するいっさいの事務を担当し、最終決定の権限を有す

る。 

第６条 選挙管理委員会は選挙に必要なすべての事項を 1 週間前までに全員に告示すると

ともに、立候補者締切より選挙日まで 3 日以上の日数をおかなくてはならない。 

第７条 選挙管理委員は立候補者および選挙運動員となることはできない。 

第８条 選挙管理委員会は選挙に必要な細則を設けることができる。 

         第２章 選 挙 

第９条 選挙は毎年 11 月に行う。選挙権は 1，2 年のみとする。 

    ただし補欠選挙はこの限りでない。 

第 10 条 立候補者が定員に満たない場合は延期し、定員の場合には信任投票を行い、過半数

の信任を得た場合当選する。 

第 11 条 立候補者には必ず 1 名の責任者がつかなければならない。選挙運動は授業に差支

えない程度で校内において行うことができる。 

第３章 教師生徒合同委員会 

第 12 条 投票はすべて無記名とする。 

第 13 条 本規約の改廃は生徒総会で行う。 
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図書館利用規則 
１ 開館 

  〇開館日  月曜日～金曜日 

        （ただし，祝祭日，休暇を除く） 

  〇開館時間 ８時５０分～１７時 

        ※長期休暇中は別に定める。 

２ 貸出・返却 

  〇開館時間中は，いつでも貸出・返却できる。 

  〇貸出冊数の制限はない。 

  〇貸出期限は原則として 1 週間。 

  〇雑誌の最新号は貸出不可。 

  ※長期間借りたいときや，貸出できない本を借りたい時などは，申し出ること。 

３ 貸出・返却手続 

  借りる時 

  ①本を選んでカウンターに行く。 

  ②本を係に渡して，貸出手続きをしてもらう。 

  返す時 

  ①カウンターで返却する旨を言って，本を係に渡す。 

４ LHR，授業等で図書館を使うときは，担任や係職員を通して，事前に連絡すること。 

５ その他 

  〇返却期限日は，必ず守ること。 

  〇図書館にあるもの（本以外のもの）を持ち出すときは必ず手続きをすること。 

  〇借りた本を紛失した時などは弁償すること。 

  〇館内飲食厳禁。 

 ※利用方法や本のことについて，わからないことがある場合，どんなことでも遠慮せず

に尋ねること。 
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保健室の使用規定 
１ 保健室の目的 

  保健室は、次の事項を行う為に設けられたものである。 

  （１）生徒の発育や健康状態を把握するための健康診断、身体測定。 

  （２）心身の健康に関する問題についての保健指導及び健康相談。 

  （３）学校における外傷、及び急病が発生した場合の応急処置。 

  （４）学校における感染症の予防処置。 

  （５）傷病者の休養。 

  （６）保険に関する資料収集、調査等。 

２ 保健室利用 

  （１）応急処置を受ける場合は、教員に系、科、学年、組、氏名、状態、原因等を申

し出る。処置を受けたものは、必ず上記事項を処置用紙に明記すること。 

     その際アレルギーや医師からの制限等があるものは、必ず申し出ること。 

  （２）保健室には、移動に危険を伴う場合を除き、必ず本人が来室し処置を受けるこ

と。 

  （３）保健室における応急処置は、当日以外、学校管理下以外の傷病の処置及び継続

しての処置は行わない。また、原則として内服薬の投与はしない。 

  （４）学校管理下で起きた傷病にて医療機関を受診したものは、速やかに養護教諭ま

で申し出ること。 

  （５）保健室内及びその近くでは特に静かに行動すること。 

  （６）養護教諭が不在の時は、担任または保健係の教師に申し出ること。 

  （７）保健室の器具や薬品は、無断で使用したり、持ち出したりしないこと。 

  （８）保健室内での飲食は厳禁。 
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『交通安全宣言』 

「近年、高校生による交通事故、交通違反が激増し、悲惨な死亡事故もまれではなくなった。

特に工業高等学校においては、種々の事情からその率は高く、小倉工業高校においても、一

昨年、本年、生徒の交通事故死が発生し、その後も交通事故、交通違反は起こっている。こ

のまま推移すれば、交通事故死が再び発生しかねない状態である。この事故、違反のほとん

どは休日や帰宅後の単車による遊びの時に発生している。この事はわたしたちとしても強

い関心を持たなければならない。 

また、交通安全が叫ばれる一方、車に対する関心、興味をそそる社会的風潮は一層高まり

つつある。こうした状況の中で交通事故、交通違反を防ぐのは、交通禍が人災である以上、

各自の心構えが最も大切であることはいうまでもない。 

P T A では、いたましい記録を作らないために、加害者にも被害者にもならない生徒、そ

して積極的に交通安全意識を持つ生徒の育成を目標に、学校、保護者が一体となって安全教

育を推進し、事故絶滅を期するため、子弟の在学期間中は、無免許で車を運転することはも

とより、免許取得については原則として認めないことをここに宣言する。」 

 

 昭和四十八年五月二十七日 

 福岡県立小倉工業高等学校 P T A 
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